
       

                                                                                       
                                                                                            
   

                  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
ん
に
ち
は 
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２月定例議会 

一般質問№２ 

 

 

 

静
か
な
里
を
揺
る
が
す 

 

「
幸
福
の
科
学
」
学
園
建
設 

ま
ち
の
発
展
に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
か 

 

「
幸
福
の
科
学
」
が
学
園
建
設
を
予
定
し
て
い
る
こ

と
を
市
民
が
知
っ
て
か
ら
１
年
３
ヶ
月
・
・
・
・
・
・ 

こ
れ
ま
で
３
万
筆
を
超
え
る
建
設
反
対
の
署
名
が
行

わ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
園
側
は
粛
々
と
計

画
を
す
す
め
、
昨
年
11
月
か
ら
は
建
設
工
事
に
入
っ
て 

い
ま
す
。 

 

岸
本
市
議
は
、大
津
市
が
簡
易
な
手
続
き
の
み
で「
建

築
確
認
」
を
す
ま
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
越
新
市
長
の

見
解
を
質
問
。 

さ
ら
に
市
民
が
求
め
て
い
る
、
地
盤
の
安
全
性
を
立

証
す
る
デ
ー
タ
ー
の
開
示
を
学
園
に
求
め
る
こ
と
や
、

市
長
が
直
接
市
民
と
の
対
話
を
行
い
、
市
民
の
不
安
の

解
消
に
力
を
尽
く
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

 

越
市
長
は
、「
市
民
と
の
対
話
は
、
要
請
が
あ
れ
ば
応

え
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
な
が
ら
、「
建
築
確
認
に
つ
い

て
は
、
選
挙
後
、
担
当
課
に
確
認
し
た
が
、
市
の
判
断

に
間
違
い
な
い
」
と
前
市
長
と
変
わ
ら
な
い
態
度
で
し

た
。 

   

「
幸
福
の
科
学
」
学
園
の
講
演
の
ビ
ラ
を 

 

小
・
中
学
校
で
配
布 

  

学
園
関
係
者
が
市
内
で
講
演
を
行
い
、
そ
の
ビ
ラ
が

小
・
中
学
校
で
配
布
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
岸
本
市
議

は
子
育
て
中
の
保
護
者 

か
ら
、
不
安
が
寄
せ
ら 

れ
て
い
る
中
で
、
公
教 

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て 

も
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

志
賀
北
部
の
交
通
手
段
の
確
保
は 

 

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
！ 

 

市
民
の
切
実
な
願
い
を
署
名
や
請
願 

に
託
し
て
５
年
・
住
民
運
動
み
の
る
！ 

 

旧
志
賀
町
は
南
北
17
㎞
の
細
長
い
地
域
。 

合
併
に
よ
り
福
祉
目
的
の
バ
ス
も
廃
止
さ
れ
、
唯
一

の
公
共
交
通
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
駅
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も

な
く
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
に
と
っ
て
、
買
い
物

や
通
院
と
い
う
日
常
生
活
す
ら
、
不
自
由
な
現
状
で
す
。 

岸
本
市
議
は
今
日
ま
で
、「
暮
ら
し
の
足
」
の
確
保
に

つ
い
て
訴
え
て
き
ま
し
た
。 

 

「
Ｊ
Ｒ
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
調
査
」 

予
算
化 

 

市
は
、
こ
れ
ま
で
市
内
に
は
交
通
空
白
地
は
な
い
と

の
見
解
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
議
会
で
は
、「
市
内
に

交
通
の
不
便
な
地
域
が
存
在
す
る
」
な
ど
の
課
題
を
認

め
、「
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
市
民
と
の
協
議
も
ふ
ま
え

た
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
中
で
、
志

賀
地
域
も
調
査
対
象
と
し
て
い
き
た
い
」 

「
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
調
査
に
つ
い
て
は
６

月
議
会
で
予
算
化
す
る
」 

と
こ
れ
ま
で
か
ら
大
き
く
前
進
。 

  

大
津
市
の
各
部
署
の
バ
ス
の
活
用
を 

 

岸
本
市
議
は
さ
ら
に
大
津
市
北
部
地
域
に
は
教
育

委
員
会
や
福
祉
、
環
境
部
な
ど
様
々
な
部
署
が
地
域
に

バ
ス
を
走
ら
せ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
効
率
よ
く
総
合
的
に

運
用
し
て
、
市
民
の
公
共
交
通
の
充
実
を
願
う
声
に
応

え
る
べ
き
と
の
質
問
に
、
「
一
つ
の
提
案
と
し
て
、
ま
た

今
後
検
討
し
て
い
く
中
で
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
の
答
弁
を
得
ま
し

た
。 

 

 
 

 

 発
行 

 

日
本
共
産
党 

大
津
湖
西
地
区
委
員
会 

連
絡
先 

日
本
共
産
党
大
津
市
会
議
員 

岸 

本 

の 

り 

子 

 
 

 
 

 

大
津
市
和
邇
春
日
２
丁
目 

ケ
イ
タ
イ 

０
８
０
３
１
１
６
３
８
７
７ 

２０１２.  ３/ １８ 

№１１６ 


